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草野の観音石仏
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造立以来ずっと雨ざらしだったのだろう、風化現象のあらわ

なこの2体の石仏は、 il9・2草野のIIJ国道すじの床屋の横にある草

野の観斉像である。石仏を、ほとんどの人カ判濃さん、または

観音さんなどと呼んでいるが、 この石仏は、 正確には右が千手

観音菩雌、 左カ；如意＝輪観音1J，：肱である。造立の由来は、詳では

ないが、如意輪観音を主持とした月件供養犠であろう。

月 Ni＃~l~壊については、石仏紹介の最後の号（3月号）にのべる

が、 この石仏について説明するには、明治維新に活躍された朝

日町の生んだ勤王の学者、加藤謙二郎氏幼年の頃にふれなけれ

ばならなし、。 先学の資料によれば謙二郎は、天保3年旧泊町に生

まれ、父は加藤毘次郎兵衛、兄弟は5人て’末っ子て’あった。

不一帯にして生まれた翌年父が病死、家計が苦しくなったのて’

6～ 7才の出3人の鮒jの中、長一友美代子の搬g先に引きとられ

た。 12才頃再び生家の長男直次郎のもとへ帰り、13才の年に松

林寺で大円和尚より学問を＇＆ Iい、 17才の春に江戸 に下 り国学

を勉強、次第に勤王の志に燃えていった。

謙二郎の幼名を松之助、また州、平とも云った、6、7才tsi、長女

西草野 一

の踏~先に引きとられたのであるが、その家が草野の吉江家

（現吉江八郎）と思われるが… ［吉江家では謙二郎は吉江家よ

り加藤家へ養子に行ったと伝えられている〕・

吉江家には約300年前頃からの位牌や屋敷内の奉請地神など

が現在も残っていて、表紙の観音石仏を造立したのがこのf・Tri:

八郎家と分家の吉江ヲ1)','i!:'、家両家の先祖である。

この石仏の製作時代は概ね江戸時代末期であろうか、現ιTーし
ている近所の古老・の言によれば、造立以来昭和lの初め頃までは

、観音憾の縁日の18日には石仏の前の旧国道にコ・ザを敷き、 吉

江一族や近所の信者が多く集まってお経を上げたものだといわ

れている。時にはオコりや限病にも効くとて、水をそなえてFl
2合洗ったことも伝えてし、る。

滋二郎も吉江家に引きとられた頃、 長姉や義父母につれられ

てこの観音像の前にひざまづいたことであろう。

幕末の物情騒然、とした世相を、暁の光の中、或いは夕日を阪

びてすごしたこの石仏は、さまざまな思いを組めてかすかには

おえんでおいでになる。
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。
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検
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朝

日

町

H
栄
養
学
級
開
か
れ
る

H

栄
輯
貫
教
室
修
了
者
に
よ
る

去
る
十
月
三
十
日
、
黒
部
保
問
所
と
朝

日
町
の
共
催
で
明
日
町
の
栄
礎
教
沼
修
了

者
約
ぽ
三
十
人
を
対
象
に
、
初
め
て
各
地

区
修

f
者
合
同
の
栄
昨
日
常
級
が
明
川
町
出

祉
七
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
百
人
の
修
了
者
が
川
出
し

て
開
か
れ
、
午
前
中
、
黒

部

保

健

所

従

（中
川
秀
幸
氏
）
に
よ
る

「
貧
血
と
肥
満

に
つ
い
て
」
の
滞
情
と

ν
ク

リ

エ

i
γ
ヨ

ン
の
あ
と
、
午
後
か
ら
、
朝
日
町
山
崎
地

内
の

シ
イ
タ
ケ
紋
培
地
で
野
外
料
砲
突
仰

を
行
な
い
ま
し
た
c

ま
た
同
会
場
に
は
火
箸
地
区
の
代
表
者

も
参
加
さ
れ
、

政
人
病
予
防
は
先
ず
岳
民
生

活
か
ら
」
を
合
い
可一

川
飛
に
明
年
度
は
さ
ら

に
入
議
問
、
朝
日
両
町
合
同
に
よ
る
栄
養
字

級
の
開
催
を
約
取
し
て
午
店
三
時
散
会
し

ま
し
た
。

〈
写
兵
は
栄
護
教
室
V
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みんなの願い

交通安全

年
交

末
通

年
安

全始

五県
警民

Z運
）動

高

令

者

を

交

通

事

故

か

ら

守

る

運

転

も

年
末
年
始
は
交
通
が
混
縫
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
忘
年
会
、
紙
年
会
等
、
飲
荊
の

機
会
が
多
く
な
り
、
ま
た
、
気
ぜ
わ
し
さ

や
正
月
の
解
級
感
等
か
ら
例
年
交
通
事
故

が
激
鼎
し
ま
す
、
そ
こ
で
、
こ
の
時
期
を

と
ら
え
て
交
通
事
故
か
ら
家
庭
や
職
場
を

守
る
た
め
に
は
、
二
万
町
一民
と
団
体
、
機

関
、
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
事
故
防
止
に

全
力
を
あ
げ
、
家
庭
や
職
場
で
話
し
合
い
、

気
づ
い
た
こ
と
を
呼
び
か
け
、
交
通
安
全

の
周
知
徹
底
を
は
か
り
、
主
し
い
交
通
－
N

l

戸
の
実
践
力
を
高
め
、
町
民
の
総
力
を

結
集
し
て
悲
惨
な
交
通
事
紋
の
絶
滅
を
則

し
、
お
互
い
に
理
解
し
、
次
の
こ
と
を
中

心
に
徹
底
し
よ
う
。

。
こ
ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止

。
飲
酒
な
ど
無
謀
な
運
転
の
絶
滅

家
族
へ
の
お
願
い

耶
を
運
転
し
て
削
る
訪
問
答
に
対
し

て
は
酒
類
を
絶
対
に
出
さ
な
い
。

家
銭
。
カ
酒
席
に
行
く
と
き
、
ま
た
は

飲
酒
後
外
出
す
る
と
き
は
車
合
運
転

さ
せ
な
い
。

家
族
が
車
を
運
転
し
て
出
か
け
る
際

に
は
飲
酒
運
転
を
し
な
レ
ょ
う
声
を

か
け
注
窓
を
喚
起
す
る
ο

2. 3. 

週
転
車
へ
の
お
願
い

死
亡
、
重
大
事
被
に
直
結
す
る
無
免

許
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
左
依
…

っ
し
ょ
に

2. 

尽
な
追
越
し
等
、
値
一謀
運
転
は
絶
対

し
な
い
よ
う
安
全
運
転
↓
励
行
の
徹

底
。

車
購
等
の
安
全
J
V
－
確
保
す
る
た
め
、

持
備
点
検
の
励
行
を
徹
底
す
る
。

横
断
歩
道
に
後
近
す
る
と
き
は
安
全

速
度
を
守
る
と
と
も
に
、
道
路
を
横

断
し
よ
う
と
す
る
歩
行
者
が
あ
る
と

主
は
必
ず

一
一
時
停
泌
を
す
る
。

こ
ど
も
と
老
人
お
よ
び
乗
用
自
転
車

の
通
行
に
注
意
し
安
全
運
転
を
す

る
。

3. 4. 

運
転
管
理
者
へ
の
お
願
い

職
場
に
お
い
て
安
全
運
転
管
用
者
等

は
飲
沼
運
転
な
し
な
い
よ
う
声
を
か

け
注
置
を
喚
起
す
ゐ
。

料
飲
店
、
旅
館
．

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
等

の
酒
類
提
供
者
へ
の
お
願
い

飲
酒
し
た
答
が
車
を
運
転
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、

そ
の
危
険
性
を
必
調

し

「キ
1
1一
を
預
る
か
、
タ
ク
・
ン
ー

ま
た
は
代
行
運
転
を
す
す
め
る
。

高

令

者

を

交
通
事
故
か
ら
ま
も
る
運
動
ク

円
月
1
日

l
ロ
月
引
日

。
危
険
な
ポ
イ
ン
ト

ο

O
手
の
合
閣
を
し
な
い
焦
茶
々
自
転
車

O
無
股
火
の
向
転
車

O
一付
一停
止
を
怠
り
小
路
か
ら
広
い
道
へ

の
飛
び
出
し

O
酔
っ
ぽ
ら
っ
て
乗
る
自
転
車

0
．7
レ

lι
の
き
か
な
い
日
転
車

。
信
号
無
慢
の
交
差
点
の
様
断

。
荷
台
に
荷
物
を
積
過
庁
、
の
白
転
車

O
出
合
羽
、
何
千
を
ま
深
く
か
ぶ
っ
て
深

る
自
転
車

O
二
人
乗
り
、
命
中
さ
し

O
横
断
歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
の
横
断

。
黒
っ
ぽ
い
服
裂
の
夜
間
外
出

。
取
道
上
で
す
一
止
る

O
無
神
経
な
道
路
の
な
な
め
隣
断
と
率
道

よ
り
の
歩
行

み
ん
な
が
か
け
る

愛

の

ひ

と

声

で

交

通

事

故

防

止

保

険

料

の

納

め

忘

れ

が

あ

り

ま

せ

ん

か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
ま
た
は

一一
一カ
バ
ご
と
に
、
年
金
委
員
さ
ん
に
集
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
向
か
の
都

合
で
納
め
忘
れ
た
、

と
い
う
乙
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

年
金
の
額
は
‘
保
険
制
同
な
納
め
た
期
間

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
二
と
に
な
っ
て
お

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
納
め
忘
れ
て

い
る
と
．
年
A
況
が
少
な
く
な
司
た
り
、
あ

る
い
は
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
u

十
二
月
は

一
一
年
間
の
身
辺
助
mmの
刀
で

あ
り
ま
す
が
、
保
険
制
制
に

つ
い
て
今
一
度

確
認
し
て
納
め
忘
れ
が
な
い
か
合
調
べ
て

み
ま
し
ょ
う
。

H

来
年
は
年
金
の
年
H

で
す
。

よ
り
高
く
よ
り
大
き
い
年
金
の
た
め
に
は

毎
月
の
保
険
料
が
基
礎
に
な
り
ま
す
。

老
後
は
か
け
足
で
や
っ
て
き
ま
す
。

若
い
う
ち
に
、働
け
る
う
ち
に
、
カ
の
あ
る

う
ち
に
と
、

ζ
と
し
の
鋳
金
も
＋
二
月
中

に
き
ち
ん
と
納
め
て
今
後
に
備
え
て
く．
た

さ
い
。

。
範
囲
の
拡
大
。

戦
没
者
の
遺
族
の
か
た
に
対
し
て
昭
和

四
十
年
か
ら
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
法
律
が
改
正

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
か
た
に
も
新
た
に
特

別
弔
慰
金
が
ぷ
給
さ
れ
る
ニ
と
に
な
り
ま

し
た
。て

昭

和
四
十
年
四
月
一

け
か
ら
．
昭

和
四
十
七
年
三
対
一一
一44
4

一
円
ま
で
の

間
に
、
公
務
扶
助
料
又
は
遺
政
一
年
金

を
受
け
て
い
た
者
が
、
昭
和
四
十
七

年
三
月
三
十
一
日
現
在
ま
で
に
．
死
亡

し
た
り
、
そ
の
他
の
別
的
に
よ
り
失

権
し
た
場
合
の
戦
没
者
の
遺
族
。

二
、
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

四
十
七
年
四
月

一
日
の
聞
に
遺
族
控

準
法
に
よ
る
ゆ
慰
金
の
み
受
け
た
者

に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
ま
た
は
相
慰

金
を
受
け
た
考
が
死
亡
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
戦
没
者
の
池
族
。

な
お
、
遺
族
の
範
囲
と
支
給
順
位
は、

戦
没
者
の
妥
、

子
、
父
母
、

孫
、
祖
父

町
、
兄
山
姉
妹
で
あ
り
ま
す
。

銭
当
さ
れ
る
方
は
役
吻
住
民
際
福
祉
係

で
鯖
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

× 

× 

× 

と

年
末
調
整
の

金

ーマン

時

期

で

す

必
要
な
手
続
き
は

早

目

に

し
ま
し
ょ
う

サラリ

税

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
給
与
の

支
払
者
が
給
与
を
支
払
う
際
に
、
そ
の
給

与
に
応
じ
た
所
得
税
を
琵
引
い
て
納
め
る

源
泉
徴
収
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
十
二
月
に
は
、
こ
と
し

一
年
間
に
掛
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
交
精

算
す
る
た
め
の
年
末
開
徽
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
年
末
湖
監
は
、
毎
月
の
給
料
や
、
ボ

ー
ナ
ス
か
ら
頑
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の

年
間
合
計
額
と
、
一
午
問
の
給
与
総
矧
に

対
す
る
正
し
い
税
額
（
「
年
税
制
」
と
い

い
ま
す
。
）
と
の
差
額
を
精
算
す
る
手
続

き
で
す
。

八
円
五
位
（
引
業
所
）
の
給
与
担
当
釘
は
、

①
年
末
調
楚
の
準
備
、

①
年
税
額
の
計
算

①
過
不
足
額
の
精
算
、
と
い
う
順
・
仔
で
年

末
間
益
事
務
を
行
な
い
ま
す
。
年
末
調
終

の
機
的
刑
事
務
に
は
、
社
い
は
（
従
来
品
〉
か

ら
山
申
告
さ
れ
た
扶
養
貌
族
の
数
や
保
険
料

の
金
額
が
正
し
い
γ

か
ど
う
か
を
篠
認
す
る

事
務
が
あ
り
ま
す
c

－』れ
が
正
し
く
巾
ι
訂

さ
れ
て
レ
な
い
と
年
末
調
帥
慣
が
正
し
く
行

な
わ
れ
ず
、
余
分
な
税
金
を
納
め
る
こ
と

に
も
な
り
‘
ま
た
、
給
与
判
官
l
者
に
よ
け

い
な
字
削
な
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
こ
で
、

年
末
調
態
に
あ
た
っ
て
サ
ラ

リ
ー
マ
ン

に
住
在
し
て
い
た
だ
会
た
い
山
…



を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

て
扶
策
親
狭
や
配
偶
者
股
除
が
受
け
ら

れ
る
配
偶
者
な
ど
に
山
内
動
が
あ
っ
た
と

き
は
、

そ
の
つ
ど
「
給
与
所
得
者
の
扶

養
控
除
等

（
異
動
）

申
音
・
」
に
よ
っ

て
、
勤
務
先
に
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
異
動
の
申
告
を
し

て
い
な
い
人
は
、
避
く
と
も
こ
と
し
録

後
の
給
与
支
払
日
の
前
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
申
告
が
確
突

に
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
と
、
子
供
の

誕
生
な
ど
に
よ
っ
て
扶
養
親
抜
が
ふ
え

て
い
る
場
合
に
は
、
余
分
な
税
金
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
、
反
対
に
、
扶
叫
官
級

族
が
減
つ
℃
レ
る
場
合
に
は
、
あ
と

で
税
金
を
追
徴
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。な

お
、

こ
と
し
か
ら
扶
縫
糾
般
の
う

ち
七

O
才
以
上
の
老
人
で
障
害
者
で
な

い
人
に
つ
い
て
は
「
老
人
扶
餐
控
除
」

が
設
け
ら
れ
、
扶
持
mM除
の
割
削
し
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
米
亡
人
で
年
間
所
得
が
一
五

O
万
円
以
下
の
人
は
、
子
供
な
ど
の
扶

養
糾
吹
が
な
く
て
も

「
寡
婦
控
除
」
が

受
け
ら
れ
る
ニ
と
に
な
・
つ
ま
し
た
。
ご

れ
ら
に
あ
て
は
ま
る
人
は
忘
れ
ず
に
巾

告
し
て
く
だ
さ
い
G

二、

社
会
保
険
料、

小
規
模
企
業
共
済
等

＼
／

『

掛
金
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
な

印
刷

一

ど
の
掛
金
は
従
前
通
り
で
、
こ
れ
匂
の

t

，‘＝ュω
－

月
物
一

向
除
b
z
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
谷
間

判
飢
一

収
証
等
を
添
え
て
、
こ
と
し
円
以
後
の
給

叩
一地
一

与
の
支
払
口
の
数
日
前
ま
で
に
提
出
し

問

第

て

く

七

さ
し
。

／

L
三、

住
宅
や
宅
地
を
長
う
た
め
に

一
定
の

要
件
の
も
と
に
地
方
住
宅
供
給
公
社
に

積
金
を
し
た
り
、
日
本
住
宅
公
団
の
宅

地
債
券
を
購
入
し
た
り
、
銀
行
な
ど

へ
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M
M
金
し
て
レ
る
場
合
に
は
、
こ
と
し
中

に
積
立
て
た
金
制
の
四
%
相
当
相

会以

尚
二
万
円
）

が
、
住
宅
貯
蔀
控
除
と
し

て
税
制
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
こ
の

佳
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
貯
蓄

先
か
ら
住
宅
貯
蓄
恒
明
書
を
も
ら
っ
て

そ
の
裏
而
の
住
宅
貯
都
控
除
巾
令
書
に

必
安
事
項
記
入
の
う
え
勤
務
先
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
、
ほ
と
ん
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年

末
調
絡
が
行
な
わ
れ
ま
す
と
、
そ
れ
で

所
得
税
の
柄
筑
は
終
わ
り
、
確
定
申
告

を
す
る
必．県
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
災
持
や
、
能
般
に
あ
っ
て
維
伺
腔

除
が
受
け
ら
れ
る
人
や
、
多
額
の
医
療

費
の
支
払
な
し
て
い
る
た
め
に
医
療
費

俊
除
が
受
け
ら
れ
る
人
、
お
よ
び
住
宅

取
得
控
除
が
受
け
ら
れ
る
人
な
ど
は
、

肺
定
申
告
を
し
て
こ
れ
ら
の
内
除
な
受

け
、
納
め
過
年
C

た
税
金
の
還
付
を
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
G

× 

x 

ス
ポ
ー
ツ

パ
H

－

wー
コ
ー
ナ
ー

。
第
一
回
朝
日
町
オ
リ
ヱ
ン
テ
l
リ
ン
グ
大
会
。

永

井

正

怖

君

（
ん
川
町
制
｝

に

栄

冠

体
力
の
増
強
と
方
向
探
知
能
力
を
養
お

う
と
、
地
図
上
に
示
さ
れ
た
い
く
つ
か
の

地
点
を
、
地
図
と
磁
石
を
川
ト
て
、
で
き
る

だ
け
短
い
時
間
に
探
し
当
て
る
オ
リ
エ
ン

テ
l

リ
ン
グ
大
会
が
、
こ
の
ほ
ど
馬
り
ょ

う
山
山
飽
を
中
心
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

朗
日
町
で
は
初
め
て
の
大
会
で
し
た
が

五
十
名
ほ
ど
の
人
が
参
加
し
、
的
中
川
子
絞

で
入
善
高
校
能
沢
同
教
諭
か
ら
地
凶
の
見

方
や
磁
石
の
使
い
方
な
ど
を
掛
川
レ
、
続
技

に
移
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、

一
分
間
隔
で
泊
中
学
校
を

ス
タ

ー
ト
し、

小
雨
に
も
か
L

わ
ら
ず
八

キ
ロ
メ
l
ト
山
ケ
余
り
の
範
聞
に
設
定
さ
れ

た
竹
林
や
杉
林
、
神
社
の
境
内
な
ど
の
地

点
を
懸
命
に
探
し
ま
わ
り
、

泊
中
学
校
に

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
が
、
は
，し
め
て
の
郁
店
長

と
し
て
は
全
員
大
変
よ
い
成
績
で
し
ムー一。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
永
井
正
樽

〈
五
節
陀
体
協
）
－
時
間
十

六
分
①
山
中
和
幸

・
川
上
映
（
泊
中
〉
一

地
刻
と
滋
．
J
を

J
l

i

j
 

た

よ

り

に

時
間
一
一十

一
分
①
坂
桜
花
智
・
草
野
敏
明

（
山
小
）
一
時
間
一－
十
七
分

γ
一
般
は
一
人
、
中
学
小
徒
は
．一
人
一
組

と
し
て
跨
筏
し
ま
し
た
》

八
り
兵
は
オ
リ
エ
ン
テ
i

リ
ン
グ
V

ー
体
力
テ
ス
ト
で

－

「
l
運
動
の
重
要
性
再
認
識
し

八
・泊
本
町
住
民
1

役
編
職
員
〈一

こ
の
ほ
ど
、
泊
本
町
住
民
、
役
場
職
員

を
対
後
に
し
た
体
力
テ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ

行
な
わ
れ
、
山
分
の
体
力
が
ど
れ
ほ
ど
か

を
テ
ス
ト
し
ま
し
た
。

テ
ス
ト
の
後
、
デ
ー
タ
ー
に
よ
る
体
力

の
評
価
を
行
な
い
運
動
不
足
や
ふ
と
り
ナ

ゲ
に
よ
る
体
力
不
足
を
指
摘
さ
れ
、

運
動

含
続
け
よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

。
ス
キ

1
教

室

参

加

者

募

集

。

H
冬

の

体

力

づ

く

り

は

ス
キ
ー
か
ら
H

今
年
も
ス
キ
l
教
室
が
、
次
の
要
項
で

開
設
さ
れ
ま
ず
か
ら
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

マ
期
日

一
月
二
十
一
日
（
日
）

t
二
十

三
日
（
火
）
二
泊
三
日

マ
会
場

長

貯

県

わ
ら
び
平
ス
キ
l

場

〉
突
結
方
法
初
心
者
、
初
級
者
中
級
者

タ
ヲ
ス
の
三
段
階
に
分
け
突
絡

す
る
。

V
受
講
者

的
五
十
名

（
申
込
順
）

例
制
H
町
内
に
住
所
を
有
す
る

者付
金
川
科
を
篠
山
火
に
診
加
で
を

る
者

マ
多
加
費

一

人
回
、

C
OO
円
（
宿
泊

費
、
伯
l
南
小
谷
聞
の
往
復
交

通
貨
、
現
地
で
の
交
通
貨）

勺
中
込
方
法
所
定
の
申
込
胤
紙
に
必
相
次

事
明
記
入
の
う
え、
参
加
費
一

、

0
0
0円
を
添
え
て
申
し
こ
ん

で
く
だ
さ
い
。

米
申
込
金
の
な
い
者
は
受
け
つ

け
ま
せ
ん
。

wm附
込
締
切
後
受
講
を
取
り
消

し
て
も
申
込
金
は
返
還
し
ま
せ

ん
。

マ
申
込
先
朝
日
町
教
育
祭
員
会
、
詐

細
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
〈
祖
師

①
一
一

O
凶
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
．た
さ

、。、U
V

青

年

学

級

だ

よ

り

魚
津
地
区

青
年
学
級
研
修
会

開

か

れ

る

｜

｜

宮

崎

浜

｜

｜

学
習
上
の
諸
問
題
や
成
果
に
つ
い
て
話

し
合
い、

お
互
い
の
友
情
を
深
め
よ
う
と

－』の
ほ
ど
宮
崎
海
岸
で
富
山
県
青
年
学
級

魚
津
地
区
研
修
会
が
開
似
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
は、

一
ニ
つ
の
分
散
会
で
突
限
発
表

と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
当
面
す
る
問

題
に
つ
い1
て
活
発
に
話
し
合
い
、
民
食
に

は
名
物
た
ら
汁
に
し
た
づ
つ
み
を
う
ち
、

午
後
は
欣
と
ゲ
ー

ム
の
交
歓
会
を
行
な
い

親
睦
を
傑
め
ま
し
た
。

八
一与
W
H
は
秋
晴
れ
の
も
と
宮
崎
浜
で
行

な
わ
れ
た
研
修
会
風
股
V

nonunu 



既
に
大
正
時
代
か
ら
、小
川
、

史
的
、
勝
問
、
大
久
保
嶋
氏
な
ど

県
下
ス
キ

l
凶
作
の
ホ
ー
ア
ら

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
ス
キ
ー

愛
好
者
述
に
よ
る
タ
ヲ
プ
出
動

は
、
戦
争
末
期
か
ら
中
断
し
て
い
た
が
、

戦
後
向
肝
者
た
ち
に
よ
っ
て
そ
の
御
前
が

強
く
の
ぞ
ま
れ
、
昭
和
三
十
一
年
、若
い
控

好
者
た
ち
二
十
数
名
に
よ
っ
て
、
制
H
ス

キ
l

ク
ラ
プ
の
伊
丹
林
で
再
発
足
を
見
た
。

そ
の
後
年
々
会
員
が
噌
加
し
、
現
在
会

員
は
既
に
百
名
以
ー
に
に
遥
し
、
毎
年
、
一一一

峰
ス
キ
l
場
や
大
糸
沿
線
の
著
名
な
ス
キ

ー
場
を
会
場
に
、
会
員
の
技
術
の
向
よ
と

ス
キ
ー
の
普
及
に
努
力
し
て
い
る
c

新
雪
の
上
を
旗
を
く
ぐ
り
抜
け
る
務
者

述
、
初
心
者
の
ス
キ
ー
を
手
で
押
さ
え
て

滑
ら
せ
て
い
る
叫
閉
じ
な
指
議
員
、

雪
上
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
裂
し
い
サ
ー
ク
ル

活
動
を
緩
聞
し
て
い
1

る。

こ
と
し
も
、

高
桜
喜
義
会
長
、
折
戸
仁

作
理
事
長
を
中
心
に
、
冬
の
ゲ
レ
ン
ず
に

美
し
い
シ
ュ
プ
ー
ル
を
摘
く
後
し
さ
を
夢

み
て
冬
の
到
来
を
待
っ
て
い
る
。

会

費

年

間

五

O
O円

妓
術
に
関
係
な
く
、
安
川
町
者
は
だ
れ
で

も
入
会
で
き
ま
す
。

連
絡
先
朝
日
町
荒
川

(6) 

ゲレンテ tこ

美しいシュプーノレを

えがし、て

冬を楽しむ
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本
村
朝
男

一一一朝日スキークラブ一一

一ー園田町..v・臨1

町

郡

単

位

各
種
競
技
大
会
成
績

V
第
十
八
回
町
民
バ

ν
l
ポ
ー

ル
大
会
成

制
（
十
一
月
読
U

伯
中
）

男
子
の
部
①
大
家
康

①
五
筒
庄

女
子
の
部
①
大
家
庄
①
泊
三
区

V
第
十
二
回
町
民
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大

会
成
績
（
十

一
月
五
日

泊
中
）

男
子
の
部
①
山
一
氏
①
前
三
区

女

子

の

部

①

南

保

①

府

二

匹

V
柏
約
四
回
下
新
川
郡
パ

γ
ミ
ン
ト
ン
大
会

成
績
〈
十
一
月
十
二
口
市
小
）

団
体
戦

男
子
の
部

（り
字虫剤
u
n
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
O

ラ
プ

①
朝
日
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
A

女
子
の
部

①
東
洋
紡
A

宿
東
洋
紡
8

偶
人
戦

男
子
ダ
ブ

ル
ス
①
村
上
幸
光
、
西

美
憲
（宇
奈
月
）
①
相
沢
博
明
、
関

口
文
夫
（
向
）

女
子
．ダ
ブ
ル
ス
①
斉
藤
郁
子
、
小

松
祐
子
（
東
洋
紡
）
⑦
古
川
之
し

子

・
山
本
喜
美
代
（
同
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

①
西
美
懇
（
宇

奈
月
町
）
①
相
沢
博
明
（
同
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
星
靖
子
（
東

洋
紡
）

①
金
吉
桂
子
（
日
東
紡
）

V
第
十
九
回
町
民
卓
球
大
会
成
績
（
十

一
月
二
十
六
日
泊
中
）

団
体
戦
①
五
筒
庄
①
従
川

個
人
戦

男
子
①
鍛
治
勝
（
泊
一
二
〉
①
湯
島

昭
（
泊
一

広）

女
子
①
佐
渡
栄
子
（
玄
）
⑦
岡
田

富
山
挺
子
（
大
）

V
第
九
回
町
民
パ
卜
ミ
ン
ト
ン
大
会
成
制

（
十
一
月
二
十
六
日
泊
中
）

川
体
戦

山川
了

れ
的
ト一一低
①
大
巾
氷
山

女

チ

①

的

二一
医
①
大
家
山

側
人
戦
（
タ
プ
ル
λ
）

則
子
一
部
①
大
和
偲
勝
（
伯
二
）

梅
沢
義
弘
（大）

①
揃
戊
（
川
一一一）

．
ぷ
井
…
此
問
（
日
以
）

月
イ
二
部
①
宏
一
必
品
川
則
（
山
）

品
川
悦
昇
（
仙

一）

①
高
桜
良
治

・

梅
原
虫
失
（
山
一
）

’K
子
①
高
桜
奨
佐
子

・
高
島
久
子

（
大
）
②
刷
井
キ
賀
子

・
金
蘇
喜

代
美
（
大
）

学園だより

創校 10 0年 祭

寺小屋から100jド

3日間の多彩な行事

泊小学校

明
治
六
年
二
月
十
一
日
創
玄
の

「
広
明

小
学
校
」
が
、
の
ち
に
育
英
小
学
校
と
な

り、
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら
国
民
学
校
と、

さ
ら
に
戦
後
六
・
三
制
の
実
施
に
伴
な
い

泊
小
学
校
と
な
る
ま
で
の
長
い
歴
史
を
も

っ
同
校
は
、本
年
は
創
立
百
周
年
を
迎
え
、

去
る
四
、
五
、
六
、
の
三
日
間
に
亘
っ
て

盛
大
な
記
念
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

四
日
記
念
式
典
記
念
講
演
会

講

師

羽

仁

進

氏

記
念
パ
l

テ
l

五
日
、
六
日
学
芸
会
（
児
童
P
T
A
）

』」の
聞
記
念
展
覧
会
や
、
バ
ザ

ー
も
聞

か
れ
、
中
央
公
民
館
、
伯
公
民
館
協
讃
に

よ
る
町
内
小
中
学
校
作
口岡山政
、

一
般
美
術

展
、
街
花
展
．
そ
の
他
親
子
作
品
旧
民
、
写

真
一
阪
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
な
か
で
も
記
念

バ
l

テ
ー
で
は
女
優
宏
幸
子
さ
ん
（
相
村

幸
チ
、
羽
仁
進
氏
夫
人
、
）
を
交
え
て
の

判
明
や
か
な
祝
賀
八
日
円
で
し
た
。

〈
写
真
は
展
院
会
場
で
の
羽
仁
進
氏
V

一

歳

末

た
す
け
あ
い

一

運

動

に

協

力

を

一

恵
ま
れ
な
い
人
速
に
も
叫
る
い
お

一
一
止
片
を
と
今
年
も
十
二
月
一
日
よ
り

一
炭
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
始
め
ら
れ

一
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
僚
の
あ
た

一
た
か
い
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

n
h
V
4
EB
n
H
U
 

郡のモデル校

よ

歯
の

け霊
を

フ

る

笹
川
小
学
校
の

よ
い
子
た
ち

「
第
日
回
よ
い
歯
の
学
校
運
動
」
表
彰

式
が
十

一
月
十

一
日
北
日
本
新
聞
社
で
行

な
わ
れ
た
が
こ
の
た
び
従
川
小
学
校
が
連

続
四
回
目
の
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

同
校
で
は
虫
儲
予
防
の
た
め
食
後
の
う

が
い
や
食
物
な
ど
一
人
々
々
が
自
覚
し
て

興
行
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
ま
た
、

虫
備
に
な
っ
た
時
は
進
ん
で
治
療
を

F

コ
け

る
よ
う
父
兄
も
熱
心
に

子

供
を
通
院
さ

せ
、
突
に
積
僚
的
で
あ
り
。
定
期
検
診
の

結
果
治
療
を
必
－
裂
と
す
る
時
は
部
落
の
高

学
年
の
者
が
低
学
年
を
さ
そ
っ
て
集
団
で

治
療
を
う
け
、
学
校
、
家
庭
、
医
師
三
者

の
よ
き
協
力
が
・
』の
よ
う
な
立
派
な
結
巣

を
あ
げ
た
も
の
で
す
c

〈
写
真
は、

表創出
を
う
け
た
笹
川
小
学

校
の
よ
い
子
た
ち
V
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一
境
地
区

一
守

回

線

開

一
田

中

哲

問

一
高

橋

志

保

了

一
川

村

純

下

一
水

島

除

司

一
兵

即

敏

夫

水

島

町

災

水

島

真

理

子

水

島

哲

二

渡

辺

鳴

美

水

島

育

子

水

島

伸

一一

水

島

保

野

水

島

正

崎

町

水

島

美

代

子

水

島

陽

子

水

島

郁

子

水

島

泰

彦

水

島

留

美

子

水

島

和

代

末

上

邦

義

宮
崎
地
区

嘉

義

邦

昭

佐

田

恵

子

九

里

通

代

九

里

幸

子

加

藤

好

進

加

藤

真

由

美

河

内

陸

実

長

津

満
美
子

田

中

み

ね

子

米

谷

冨

裕

水

島

昭

ご

水

島

妙

子

水

島

玉

栄

笹
川
地
区

竹

内

恵

竹

内

文

紀

竹

内

正

孝

竹

内

和

代

持

越

富

栄

小

林

真

佐

子

長

井

消
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光
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道

子

古

市

妙

子

泊

品
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中

幸

子
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真
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美
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中
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H

年
賀
状
は
早
目
に

H

A
V
年
賀
状
は
二
十
二
日
ま
で
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。

こ
と
し
も
十
二
月
＋
五
日
か
ら
年
賀
状

の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
早
め
に
単
備
し

て
楽
し
く
む
の
こ
も
っ
た
年
賀
状
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
元
日
に
必
ら
ず
先
方
に
届
く
よ

う
お
そ
く
と
も
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
に

お
出
し
く
．た
き
い
。

－
v
郵
便
醤
号
は
住
所
の

一
部
で
す
。
正
し

く
は
っ
き
り
と
必
ら
ず
お
書
き
く
だ
さ

、。
－
hv 

な
お
、
あ
な
た
の
住
所
に
も
郵
便
番
号

（
九
一一
一九

l
O七
）
を
お
書
き
く
だ
さ
い
0

・
あ
て
名
は
は
っ
き
り
正
確
に

特
に
ア
パ

ー
ト
等
に
お
住
ま
い
の
方
、

同
居

・
下
宿
の
方
、
お
子
さ
ま
等
に
あ
て

る
と
き
に
は
、

肩
書
き
を
省
略
し
な
い
で

必
ら
ず
書
い
て
く
．た
さ
い
。

a
－
年
賀
状
を
出
す
と
き
は

年
賀
状
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、

「
町
内

（九
一一一九

l
O七
）
あ
て
’一
「
富
山
県
内
あ

て
「
他
の
府
県
あ
て
」
等
と
奮
い
た
紙
片
を

上
に
し
て
た
ぱ
ね
て
お
出
し
く
．
た
さ
い
0

・
小
包
は
、
お
早
〈

年
末
の
小
包
は
お
そ
く
と
も
十
二
月
十

五
日
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

A

－
年
賀
状
の
配
遣
に
つ
い
て
ご
協
力
を

一元
日
に
は
、
仕
事
を
休
む
事
務
所
、
商

店
が
あ
り
ま
す
が
、扉
・
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
閉

っ
て
い
る
と
配
達
が
困
難
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
郵
便
物
が
よ
ご
れ
た
り
な
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。
郵
便
受
箱
の
な
い
事
務

所

・
商
店
な
ど
は
必
ら
ず
シ
ャ
ッ
タ

ー
等

を
開
け
て
お
く
よ
う
ご
協
力
く
．
た
さ
い
。
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オヒ｝

だ

よ

り

電

お
宅
で
は
電
気
を
正
し
く
お
使
い
に

な
っ
て
い
ま
す
か

昭和 47年 12月 10日
月刊（毎月10日発行〉

こ
れ
か
ら
が

一
年
で
い
ち
ば
ん
電
気
を

使
う
季
節
で
す
。

テ

1
．7
W
タ
フ
プ
に
プ
ラ
グ
を
い
く
つ

も
差
し
込
ん
で
使
う
、
い
わ
ゆ
る
H
H
Y

コ

足
配
線
w

は
と
て
も
危
険
で
す
。
コ

ン
セ

ン
ト
一
個
の
使
用
限
度
は
一

0
0
0ソ
ツ

ト
ま
で
で
す
。

ワ
ッ
ト
が
高
い
電
気
コ
タ
ツ
や
ス
ト
ー
ブ

な
ど
は
、
と
く
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
コ
ー
ド
の
い
た
み
に
注
意
し
平

め
に
と
り
か
え
ま
し
ょ
－コ。

ひさ

一
口
／
口
／
電
話
」

三

参

ぷ
、
字
決
一

の

紹

介

あ

二
部
屋
一
電
話
H

時
代
に
ピ

ッ
タ
リ

の
ロ
ン

ロ
ン
電
話
に
は
、
六
つ
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

①
呼
出
ベ
ル
は
粍
快
な
チ
ャ
イ
ム
。
血
H

位
の
調
節
も
自
由
に
で
bc
ま
す
。

①
電
話
線
一
本
で
問
ム
けま

で
山飢
え
ま

ナ
。

①

切

努

え
は

m
m・
－
－
通
訴
を
他
の
部
Mm

に
回
す
の
は
ボ
タ
ン
を
ポ
ン
で
O

K
O

①

お

部
屋
ど
う
し
の
通
話
も
白
由
。

①
い
っ
せ
い
よ
び
出
し
ボ
タ
ン
を
押
せ

ば、

ミ
ニ

ス
ピ
ー
カ
ー
で
家
中
を

一
度

に
呼
ぶ
・
」と
が
で
き
ま
す
υ

①
各
市
話
ご
と
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
も
先

全・・
・・・．

第208号（昭和32判月 8日）
第3種郵便物認可
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料

金

は

一

一

工
事
料

一（
宮
町
民
一
一
計
）
一
パ
口
、O
C
D
－

八、
D
D
口内

一
世

話

機

一

一

一

一
一
口｛）
、ccc円一一口
、口｛｝｛有

一
四
台
の
場
合

一

一

一

一使
用
料
－ng
－

一（
？

h
k一一
計
二
一
一
、口口市一

一

電

話

機

一

一

一
四
台
の
場
合

一

二、
四五
O
内一

潮

お
問
い
合
わ
せ
は

朝
日
電
報
電
話
局
営
業
係

電
話
朝
日
ニ
｜

一
0
0
0

債

券

，協j

JiTr 

青少年を守るに
家ぐるみ町ぐるみ

第
三
日
曜
日
は

家
庭
の
日

家
政
人
ん
な
で
訴
し
あ
い

h
M
を
出
し
あ
い

楽
し
み
あ
い
ま
し
ょ
う

自
転
車
の
＝
人
乗
り

無
灯
火
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

お
と
な
も
こ
ど
も
も

交
泌
戸
l

ル
を
守
り

み
ん
な
で
注
立
し
あ
い

古
品

1
V
よ
久
ノ

一

心

温

ま

る

一

一
寄
付
や
ご
芳
志
の
数
々
一

一
O
道
下
・
平
野
串
宇
太
郎
氏
か
ら
朝
日
町

一

一

寸
図
書
館
へ
勲
六
等
受
勲
記
念
と
し

一

一

て
閲
諮
問
入
賞
叫
己
力
円
寄
付
さ
れ
ま

…

一

し
た
。

．
 

…
O
東
京
都

水
島
清
定
氏
（
宮
崎
出
身
〉

…

…0
東
京
都

竹
内
弥
大
氏
（
笹
川
出
身
）

一

一

そ
れ
ぞ
れ
広
報
網
集
部
へ
ご
芳
志
を

一

一

答
せ
ら
れ
ま
し
た
。
紙
上
を
か
り
て

一

一

陣
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一

。（
＠生ふ’

V結ま ＼」Jノ
な 1：£ム－

~~~⑨ 
れ人ハ

人 ⑨ 

（
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
十
五
日
現
在
）

。
出

陥
句

協
況境一

円
崎

笹
川

沼
保

泊
ド

道
下

取
引
昨

京
取
桝
川

市
爪
ぷ
野

平
柳

t
L
H川

口
『

1
J

円

μ・
川
仰

亦
川

妥
町

山
崎

武
水

生

（お
す
こ
や
か
に
）
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造
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女
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子

水

島

沖

長

女
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美

川

村

博

行

長

女

和

香
子

光

主

鉄

郎

長

男

哲

也

折

谷

一
己

長

女

春

美

松
下

博

文

二

女

雅

乃

久
野
木
俊
夫
民
女

利

佳

店

本

忠

肌

以

児

制

作L

水

品

縦

一

以

児

味

線

伊

川

市

州

民
抑
以
下
火
郎

MMm存
可

一一女

れ

子

米

凹

芳

則

川

氏

女

熊

横

谷

一

地

長

児

一

人

刷

回

詐

勝

長

男

勝

彦

大
西

保

夫

二
女
真
由
美

佐
渡
爪
英
日
目
女
し
の
ぶ

大

向

明

僧

旧
民
K
笑
純
子

安

述

一
正

長

女

ぷ

熔

千

稲

周
一

武

二

列

満

。
毒菌

語

。
境東

草

野

o
境沼

保

。
宮

崎

内ロ
o
宮

崎

黒

部

市

3
惜

別

尾

宮

崎

。
泊内

問

。
的繍

尾

。
泊東

京

都

。
東

草

野

宮

崎

。
東

草

野

入
遊
園
町

。
荒

川

殿

町

。
荒

川
入

善

町

。
道

下
長

野

県

。
道

下
提

。
泊棟

。
平荒

。
革

。。
月黒 t.~ 後山

部 部

山市市 lllf崎野川柳！芯

（お
し
あ
わ
せ
に
）

ド

室

辰

男

米

田

と

み

子

水

島

忠

男

草

京

子

水

島

勝

久

桑

畑

利

子

九

里

芳

邦

新

村

道

子

長

井

秀

技

口

岩

冨

仁

子

西

ぬ

信

雄

酒

井

幸

子

川

上

彬

島

田

英

子

青

木

修

道

坂

詔

子

石

崎

圭

一

水

島

厚

子

井

口

豊

彦

上

田

富

美

子

品

川

津

英

明

箆

熊

礼

子

大

和

正

海

大

沼

孝

江

根

佳

明

間

樋

口

冨

佐

子

他
…

問

問

一

水

ぬ

ま

す

・4A

山

旧

孝

子

次

ぬ

文

明

脇

山

氏

佐

美

筏

田

達

雄

水

野

則

子

宇

山

E

弘

平

野

文

下

村

瀬

附

雌

沢

田

美

和

子

。

蛭

谷

北

山

飽

男

山

崎

長

津

好

美

。

長

野

近

縁

勉

入

善

町

五

十

里

久

代

。

山

崎

水

野

幸

正

部

門

森

県

越

前

谷

苑

子

。
三
枚

僑

林

和

夫

魚

津

市

黒

田

信

子

。
死

－亡

（お
く
や
み
・
申
し
あ
げ
ま
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